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対日理解促進交流プログラム JENESYS2019 ASEAN 招へい第 13 陣の記録 

テーマ：映画・芸術交流（第 13 回アジア国際子ども映画祭） 

対象国：ＡＳＥＡＮ10か国，東ティモール 

 

 

１．プログラム概要 

JENESYS2019 の一環として，ASEAN10 か国と東ティモール合計 11 か国よりアジア国際

子ども映画祭への出品・入選者（青少年）105 名が，2019 年 12 月 2 日～12 月 9 日の 7泊

8 日の日程で来日し，「映画・芸術交流」をテーマとしたプログラムに参加しました。訪

日団は，兵庫県南あわじ市で開催された「第 13回アジア国際子ども映画祭」で自らが作

成した映画作品を鑑賞したのち，国別のグループに分かれ地元の中学校・高等学校を訪

問，同年代の日本の青少年と意見交換をするなどの交流を実施しました。その他，神戸市

を訪問し，異人館・資料館を視察，徳島県では美術館での文化体験を通じて，幅広く日本

の魅力に直接触れる機会を持ちました。一行は，プログラム中，日本の映画製作や文化に

強い興味を示し，各々の関心事項や体験について SNS を通じて対外発信を行い，帰国前

の報告会では，訪日経験を活かした帰国後のアクション・プラン（活動計画）についてグ

ループ毎に発表しました。 

 

【参加国・人数】 ASEAN10 か国・東ティモール 合計 105 名 

（ブルネイ 10 名，カンボジア 10名，インドネシア 10 名，ラオス 10名，マレーシア

10 名，ミャンマー8名，フィリピン 10 名，シンガポール 10 名，タイ 10名，東ティモ

ール 10 名，ベトナム 7名 ※アルファベット順） 

 

【訪問地】兵庫県，徳島県 

 

 

２．日程 

１２月２日（月） 【来日】【オリエンテーション】 

 

１２月３日（火） 【講義】独立行政法人国際協力機構（JICA 関西） 

【視察】神戸北野異人館街 

 

１２月４日（水） 【視察】鳴門渦潮 

【映画祭関連】映画祭関連作品視聴 
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１２月５日（木） 【ウェルカムセレモニー】南あわじ市 

【学校交流】6グループに分かれ中学校・高等学校と交流 

① 南あわじ市・洲本市組合立広田中学校（フィリピン） 

② 南あわじ市立西淡中学校（シンガポール，ブルネイ） 

③ 南あわじ市立南淡中学校（カンボジア） 

④ 南あわじ市立三原中学校（ベトナム，ラオス） 

⑤ 南あわじ市立倭文中学校（タイ，ミャンマー） 

⑥ 兵庫県立淡路三原高等学校（インドネシア，東ティモール， 

マレーシア） 

 

１２月６日（金） 【文化体験】淡路人形浄瑠璃鑑賞及び体験 

【文化体験】松帆銅鐸ワークショップ 

【映画祭関連】前夜祭・交流会 

 

１２月７日（土） 【視察】大塚国際美術館 

【映画祭関連】第 13 回アジア国際子ども映画祭 

【映画祭関連】交流会：アフターパーティ 

 

１２月８日（日） 【ワークショップ】 

【報告会】訪日成果・帰国後の活動計画発表 

 

１２月９日（月） 【帰国】 

 

 

３．プログラム記録写真  

（訪問地：兵庫県，徳島県） 

  
12 月 2 日 

【オリエンテーション】 

12 月 3 日【講義】 

独立行政法人国際協力機構（JICA 関西） 
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12 月 4 日【視察】 

鳴門渦潮 

12 月 4 日【映画祭関連】 

映画祭関連作品視聴 

  

12 月 5 日【ウェルカムセレモニー】 

南あわじ市 

12 月 5 日【学校交流】 

広田中学校（フィリピン） 

 

 

12 月 5 日【学校交流】 

西淡中学校（シンガポール，ブルネイ） 

12 月 5 日【学校交流】 

南淡中学校（カンボジア） 
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12 月 5 日【学校交流】 

三原中学校（ベトナム，ラオス） 

12 月 5 日【学校交流】 

倭文中学校（タイ，ミャンマー） 

  

12 月 5 日【学校交流】淡路三原高等学校

（インドネシア，東ﾃｨﾓｰﾙ，マレーシア） 

12 月 6 日【文化体験】 

淡路人形浄瑠璃鑑賞及び体験 

  

12 月 6 日【文化体験】 

松帆銅鐸ワークショップ 

12 月 6 日【映画祭関連】 

前夜祭・交流会 
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12 月 7 日【視察】 

大塚国際美術館 

12 月 7 日【映画祭関連】 

第 13 回アジア国際子ども映画祭 

  

12 月 7 日【映画祭関連】 

交流会：アフターパーティ 

12 月 8 日 

【ワークショップ】 

 

12 月 8 日 

【報告会】 
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４．参加者の感想（抜粋） 

 ブルネイ 学生 

日本で最も印象的だったのは，学校交流で訪問した西淡中学校です。どの生徒もみん

な元気よく，親切で，私たちと熱心に話そうとしてくれ，心が暖かくなりました。ま

た，とても規律正しく，用務員の手を借りることなく自分たちの教室や学校を掃除し

ているのを目にし，皆がいかに自立しているかが分かりました。自分の学校を自分で

掃除するというこの経験をブルネイで導入し，生徒が更に自立して責任感を持てる

ようにしたいと思います。 

 

 カンボジア 学生 

「迷惑をかけることとは？」というテーマの映画祭において，各国の作品を視聴した

り，様々な国と交流したりして，「迷惑をかけること」というのが人に対してだけで

はなく，「地球全体」にも影響していることが分かりました。この点について，日本

ではゴミの分別がしっかりなされていることが，とても印象的でした。また，日本人

の礼儀正しさが印象に残りました。 

 

 インドネシア 学生 

一番印象に残ったのは，学校訪問です。日本人の生徒たちと交流することができまし

た。学校訪問を通じて，例えば人形浄瑠璃のクラブ活動など，日本では若い世代に対

して早い時期から文化や芸術に対する教育をし，その結果，現在まで文化が守られて

いることを知りました。 

 

 ラオス 学生 

学校の生徒をはじめ，日本の人々の礼儀正しさに感銘を受けました。また人形浄瑠璃

などの日本文化の素晴らしさが印象に残りました。 

 

 マレーシア 学生 

素晴らしい人形浄瑠璃の文化遺産が，最も印象に残りました。なぜなら，日本の高校

生たちが実演してくれた人形浄瑠璃を観て，とてもわくわくしたからです。このこと

から，伝統的文化遺産が若い世代に受け継がれていることが分かりました。 

 

 ミャンマー 学生 

倭文中学校を訪問した際に，全校生徒が三味線を演奏したり，合唱を披露したりして

くれました。事前にきちんと練習した上で披露してくれたことが，よく分かりまし

た。このように日本では伝統を大切にしていることが，とても理解できました。また，

大塚国際美術館を鑑賞することができ，日本だけでなく世界各地の文化も理解でき

たので，この訪日プログラムに大変満足しています。 

 

 フィリピン 学生 

若い映像制作者として，それぞれの国の映画が自分たちの考え方にどのように影響
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を与えることができるかについて学びました。今回ほかの映画を観ることで，同じ一

つのテーマに対して各国の映画における解釈が多様であることや，各国の文化が非

常にユニークであることも分かりました。その結果，私たち自身，世界での競争力を

もっと高めたいと強く考えるようになっています。 

 

 シンガポール 学生 

日本で素晴らしい経験をしました。その中でとりわけ意義深かったのは折り紙，書道

そして銅鐸ワークショップでした。これらの活動を通して日本文化をたくさん学ぶ

ことができましたし，実際の銅鐸づくり体験を本当に楽しみました。 

 

 タイ 学生 

学校交流で訪問した先の日本の学生をはじめとして，JENESYS 参加の各国学生たちと

の交流によって，素晴らしい友情が生まれたことに感動しています。 

 

 東ティモール 学生 

日本滞在中に最も印象に残ったことは，淡路三原高校生による人形浄瑠璃上演，保存

のための活動，伝統文化の継承でした。伝統文化・芸能は単なる娯楽ではなく，次世

代に継承すべき地域の財産です。先人たちが築き上げてきた文化を世代を超えて受

け継ぐことで，地域社会への誇りと愛着をもたらすと感じました。 

 

 ベトナム 学生 

日本人はいつも笑顔で，時間を守り，礼儀正しい。そして優しいという印象を強く受

けました。 

 

 

５．受け入れ側の感想（抜粋） 

対日理解促進交流プログラムの中で文化・芸術交流の一環としてアジア国際子ども映画

祭事業で映画製作に取り組んで頂き，また授賞式や交流会などにご参加を頂きましたこ

とに感謝いたします。 

滞在期間中は日本（南あわじ市）の祭り，学校，芸術文化を中心に体感体験をして頂き

ました。海外の子どもたちはその感動を素直に表現し，日本の子どもたちと共に分かち

合い，言葉は通じなくても心の交流を深めていることにとても感動をいたしました。 

今もその余韻が残るほど素晴らしい時間を共有できたことと思います。 

これを機会に日本の子どもたちやアジア 15か国地域の子どもたちとの絆を大切にし， 

今後もアジア 15 か国地域の子どもたちが日本に対する益々の理解と関心を深めて頂き， 

そして，日本と母国との懸け橋となる人材となって頂けることに期待をしております。 
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６．参加者の対外発信 

  

【学校交流】南あわじ市立西淡中学校に

ついての発信（ブルネイ） 

【文化体験】松帆銅鐸ワークショップにつ

いての発信（カンボジア） 

 

 

【学校交流】兵庫県立淡路三原高等学校

についての発信（インドネシア） 

【視察】鳴門渦潮についての発信（ラオ

ス） 
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【映画祭関連】映画祭関連作品視聴につい

ての発信（マレーシア） 

【文化体験】淡路人形浄瑠璃鑑賞及び体

験についての発信（ミャンマー） 

 

 

【講義】独立行政法人国際協力機構につ

いての発信（フィリピン） 

【テーマ関連視察】神戸北野異人館街につ

いての発信（タイ） 
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【視察】大塚国際美術館についての発信

（東ティモール） 

【ウェルカムセレモニー】南あわじ市に

ついての発信（ベトナム） 

 

 

７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表（抜粋） 

  

アクション・プランの発表 1(ブルネイ) 

地元の音楽家や友人の力を借りて，日本

を発信する歌を 3か月以内に作る。日本

語や色々な言語を組み合わせて詩を作

り，キャッチーで覚えやすいメロディー

アクション・プランの発表 2(カンボジア) 

1）様々な SNS での発信。 

2）カンボジアに帰国してから 2か月間，発

信を続ける。 

3）今回の日本滞在中に経験した，文化・芸
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をつけ，色々なポップミュージックの楽

器で演奏する。 

術体験に関する様々な動画を作成して，発

信する。 

  

アクション・プランの発表 3(インドネシア) 

何を:日本の文化教育に関する短編映画製作。 

いつ：帰国後 1 か月以内に開始，2か月で製

作終了。 

どのように：脚本づくり，ロケハン，キャス

ティング，ビデオ撮影，編集を各校の同級生

と一緒に行う。 

アクション・プランの発表 4(ラオス) 

3 分程度のビデオ「We love Awajishima」

を再編集する。 

帰国後 2週間を目処に完成させる。 

ビデオは，われわれの学校で上映するほ

か，SNS にアップする。 

  

アクション・プランの発表 5(マレーシア) 

何を:人形浄瑠璃の文化が失われないよう，

人形の着ている服や人形の表情など，マレ

ーシアで情報を伝える。 

いつ：帰国して 1か月後に開始し 1か月間

実行。 

どのように：各学校の朝の全校集会でプレ

ゼンを行い，インスタグラム，フェイスブ

ック，ツィッター等 SNS を使って情報発信

をする。 

アクション・プランの発表 6(ミャンマー) 

帰国してすぐの 12月 10 日に記者会見が予

定されているので，そこで日本での体験を

説明する。 

その他にも，学校で説明会を開催したり，

ソーシャルメディアでも拡散したりしてい

く。 
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アクション・プランの発表 7(フィリピン) 

映画製作を通じて文化を融合させることを

促す。JENESYS のようなプログラムを進め

るためのブログを作ることを計画，自国に

帰ったら始めたい。ブログを良いものにす

るために，フィリピン全国ユース委員会か

らの助けを借りる。 

アクション・プランの発表 8(シンガポール) 

シンガポールに帰国したら，JENESYS2019 で

訪問した場所や経験した活動等すべてを

Vlog(Video blog)にまとめる。4 部構成で各

10～15 分ぐらいの Vlog を，YouTube にアップ

する。エピソード 1では折り紙，習字，銅鐸

づくり経験にハイライトをあて，平均 15000

フォロー件数があり国際的で大規模なグルー

プ仲間のチャンネルにアップロード。 

  

アクション・プランの発表 9(タイ) 

ナコンパノム県ピヤ・マハー・ラーチャ

ーライ校において，写真展を開催すると

ともに，校内の雰囲気を撮影した映像お

よび 12月 2～9日の JENESYS プログラム

に参加した際の日本での活動を撮影した

映像をあわせて編集し，2020 年 1月 31 日

までに YouTube で発信・シェアする。 

アクション・プランの発表 10(東ティモール) 

日本（特に南あわじ市）滞在中に得られた知

識，経験を SNS で発信する。 

帰国後から開始。 

2020 年 1 月中旬に各高校（3 か所）で報告会

を開き，日本で得られた学び，気付き，知見

の浸透化を図る。 
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アクション・プランの発表 11(ベトナム) 

1）すべての人，特に若い人に簡単にアプ

ローチできるよう，伝統的なものと写

真・映像・アニメなど現代的なものを組

み合わせて文楽を表現する。またベトナ

ムの水上人形劇と文楽を比較・連想させ

親しみを持たせる。 

2）日本文化・文楽を伝えるために，SNS

上で直接情報を発信する。そのほか交流

会やトークショー，映画上映などを学校

で行う。 

3）皆が参加・体験する機会が得られるよ

う，関連するイベントやコンテスト，組

織などについて紹介する。 

 


